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とすると、e00, e11はeven、e01, e10はoddであり、 
Z2 grading符合数は
[e00] = [e11] = 0, [e01] = [e10] = 1
である。一般にgradingを与えられた２つの量
ＦとＧに対して、その順序を入れ替える際に

































eij  ekl = δjk eil
具体的には
e00 e00 = e00, e00 e00 = e01
e01 e10 = e00, e01 e11 = e01
e10 e00 = e10, e10 e01 = e11









とである。Z2 gradingのみを担う基底 {e0, e1}
を導入すると
e0e0 = e0, e0e1 = e1, e1e1 = e0
となるので、これを用いて






　２×２単位行列１およびPauli行列 τ1, τ2, τ3


















dV = i [η,   }
と定義される。 [α, β}はgraded commutatorで、








dVα = i [η, α }
d2Vα = i [η, i [η, α}} = − [η, [η, α}}
graded Jacobi恒等式
　(−1)[A] [C] [A, [B, C}}
+ (−1)[A] [B] [B, [C, A}}
+ (−1)[C] [B] [C, [A, B}} =0
に、A = η, B = η, C = αを代入して
(−1) [α] [η, [η, α}}
− [η, [α, η}}
+ (−1) [α] [α, [η, η}} =0
より
2 (−1) [α] [η, [η, α}}
+ (−1) [α] [α, [η, η}} =0


























d = dH + dV
を採用すれば
d2 = d2H  + dH dV + dV dH + d
2
V =0
























































































































































場を持つR2上のUL (N) × UR (N) Yang-Mills-
Higgs系の作用積分は



























　 は 4 = R
2×Z2の2-formであるから、ま

















































　したがって、 ∧ からR2×Z2のvolume 
























































2×Z2上 のHodge dual *はmatrix 
differential formに対しては
























くと* * = (−1) p (n−p) となっている（nは空
間の次元, pは微分形式 の次数)。この定義
では、その次元の空間の任意の次数のformに























































































































て、Z2 graded matrixのルールで計算すると 
がanti-hermitianであることがわかる。
である。このとき、Field strength 2-form 
は
であるが
となり、W L, W Rが明らかにhermiteであるた
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